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非常に良い：５　良い：４　普通：３　改善必要：２　大きな改善必要：１

入学者受入方針が明確に定められているか
専門学校なので、各分野の就職や就業を目指す者を受け入

れる方針で学生募集している。入学前の学力よりもやる気

や積極性を重視。

学修成果を把握する仕組みがあるか 定期試験や小テストなどでの状況把握に努めている。

学生募集・入試が公平かつ適切に行われているか
募集要項に準じて適正に出願受付や入試などを行ってい

る。AOも公平に実施している。
学生募集は学校を運営していくうえで重要事項。常に積極的且つ柔軟に対処していく。

資格取得率・進路状況等を把握しているか
各クラス、各学科で状況を掌握、学科長が取りまとめて職

員会議等での報告などで確認をしている。

6 学生の受入れ 課題 今後の改善策

学習の遅れや欠席欠課の多い学生に対しては補習や補講を

随時行い対応している。

5 学修成果 課題 今後の改善策

シラバスが整備され教育内容が明示されているか
シラバスは整備され県への届け出もされている。内容の見

直しや改善改良は常に必要。

4 教育活動 課題 今後の改善策

授業内容が教育目的に沿って実施されているか 各学科毎に専攻分野が明確なので教育目的も明らか。 適正か否かの確認と改善改良はしていく

実習・演習等の実践教育が適切に行われているか
講義メインの学科もあるが、適宜必要に応じた実習などが

行われている。
適正か否かの確認と改善改良はしていく

授業評価等により教育改善が行われているか

教育課程が職業教育として体系的に編成されているか
各学科、ある程度長く運営してきており、各職業教育とし

ての形が出来上がっている
情勢や状況がどんどん変化するのでアンテナ張って対応していきたい

カリキュラムが社会・業界ニーズを反映しているか
専門課程の為、カリキュラムはその業界を意識してのもの

となっている。内容の見直し改善は必要。

組織体制・意思決定プロセスが明確であるか
法人本部は宮崎ではあるが、鹿児島単体での組織と意識決

定がある程度明確である

3 教育課程の編成 課題 今後の改善策

1 教育理念・教育目的

教育理念・教育目的が明確に定められているか

課題 今後の改善策

長年使用しており、その内容が現況に合っているかどうか

の見直しも必要かもしれない

教育理念が教職員・学生に共有されているか
新入生や新任教職員への周知が適切になされているのかの

検証も必要

学内における新任研修、法人で行う新任研修などの充実を図る。その後も職員会議その他

での全体への徹底を図る。

2 学校運営 課題 今後の改善策

学校運営方針・中期計画が策定されているか 明確な方針や指針、計画などが存在している状況ではない KBCCとしての中長期の計画案を策定していきたい。
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非常に良い：５　良い：４　普通：３　改善必要：２　大きな改善必要：１

法令遵守・情報公開・社会連携が適切に行われているか
コンプライアンスや情報公開はしている。社会との連携は

もっと積極的にしたいところ。学科間の差がある。
産官学連携など、分野の特徴を生かした社会との連携や協力を推進していく

就職支援・キャリア支援が充実しているか
各学科、各担当教員で学生支援。基本的には担任にお任せ

の状況。学科を越えた協力体制や組織運営もしていく必要

アリ。

卒業後の進路は学生個々それぞれ。広い視野で対応していく。

10 法令遵守・社会連携 課題 今後の改善策

教員研修（FD）が実施されているか
学内での教員研修が充分に出来ていない。授業見学期間を

設定して他の教員の授業を参考にするなどもしている。
外部の研修で良い研修には積極的に参加をしていく。

実習設備・ICT環境が適切に整備されているか PCやWIFI環境、一部電子黒板の活用などもしている。

9 施設・設備 課題 今後の改善策

教育に必要な施設設備が整備されているか
ある程度は整備されている。病院実習等の施設設備は不十

分と言える。
必要な施設設備の計画的な配備を考えていく

8 教員・教育体制 課題 今後の改善策

教員配置が教育内容に適しているか
学科やコースに適した配置をしているが、人員的にはやや

不足の学科もある。
教職員の新規採用は業界全体の大きな課題。優秀な人材の確保が必至。

学習支援体制が整備されているか
主に各学科で支援。学科を越えた所での支援体制は構築で

きていない実情。
学校全体を俯瞰しての体制作りもしていく

学生相談・生活支援体制があるか
メンタル的には月1回ペースでのこころの相談室を実施。

早期の学生サポートを実践している。

7 学生支援 課題 今後の改善策


